
消費支出

８
ヵ
月
連
続
で
増
加

総
務
省
調
査

７

月

教
養
娯
楽
な
ど
増
に

完全失業率


年
ぶ
り
の
低
水
準

総
務
省
調
査

７

月

前
月
比

㌽
減
の

％

一
致
指
数
が
低
下

判
断「
下
げ
止
ま
り
」

内
閣
府
調
査

６
月
改
訂
値

日本公庫調査、年度
飲食店・宿泊業など低下

小企業の売上ＤＩ



地方自治体の〝反乱〟を期待する

■■

自
然
を
味
方
に
す
る
旅
館

佐々山建築設計社長　佐々山　茂
全国企業の
景 気 Ｄ Ｉ

９
ヵ
月
ぶ
り
に
改
善

帝
国
デ
ー
タ
調
査

８

月

旅
館
・
ホ
テ
ル
は
悪
化

　
ど
ん
な
も
の
で
も
〝
日
本

一
〟
に
な
る
の
は
難
し
い
。

競
争
相
手
が
い
る
ゆ
え
、
知

恵
を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。

総
務
省
が「
ふ
る
さ
と
納
税
」

制
度
を
導
入
し
て
以
来
、
各

自
治
体
の
競
争
が
す
さ
ま
じ

い
。
タ
バ
コ
税
や
ゴ
ル
フ
税

も
じ
り
貧
、
自
治
体
の
収
入

源
と
し
て
は
ふ
る
さ
と
納
税

こ
そ
が
天
か
ら
の
恵
み
で
あ

っ
た
。
知
恵
を
し
ぼ
る
、
納

税
者
心
理
を
研
究
す
る
。で
、

大
阪
府
泉
佐
野
市
が
平
成


年
度
に
４
９
８
億
円
を
集
め

て
第
１
位
の
座
に
つ
い
た
。

私
の
故
郷
で
あ
る
。

　
し
か
し
上
位
４
位
ま
で
の

泉
佐
野
市
、静
岡
県
小
山
町
、

和
歌
山
県
高
野
町
、
佐
賀
県

み
や
き
町
の
４
自
治
体
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
対
象
か
ら

外
さ
れ
た
。
ル
ー
ル
を
守
ら

な
か
っ
た
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
だ

と
い
う
。
返
礼
品
額
は
寄
付

額
の
３
割
以
下
、
返
礼
品
は

地
場
産
品
に
限
る
が
近
隣
の

自
治
体
の
特
産
品
で
も
い
い

と
総
務
省
。
こ
の
新
制
度
も

あ
い
ま
い
、
火
種
に
な
る
と

思
わ
れ
る
。
返
礼
品
を
認
め

た
総
務
省
は
、
各
自
治
体
の

本
気
度
と
研
究
力
を
予
想
で

き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
と

も
か
く
納
税
額
ラ
ン
キ
ン
グ

４
位
ま
で
の
自
治
体
を
顕
彰

せ
ず
し
て
ア
ウ
ト
、
失
格
と

し
た
。

　
中
央
省
庁
の
キ
ャ
リ
ア
官

僚
は
、
地
方
自
治
体
の
苦
し

み
に
つ
い
て
十
分
な
理
解
を

し
て
い
な
い
か
に
映
る
。
地

方
税
を
実
質
的
に
認
め
て
い

な
い
総
務
省
、
な
ら
ば
、
ふ

る
さ
と
納
税
を
利
用
し
よ
う

と
考
え
て
当
然
で
あ
ろ
う
。

泉
佐
野
市
の
ご
と
く
、
関
西

国
際
空
港
の
建
設
を
受
け
入

れ
、
政
府
に
協
力
す
る
姿
は

優
等
生
だ
っ
た
が
、
空
港
の

街
と
し
て
国
際
化
を
急
ぎ
、

次
々
に
施
設
を
完
備
、
そ
こ

へ
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
。
つ

い
に
赤
字
再
建
団
体
に
陥
っ

た
。

　
し
か
し
、
迷
惑
施
設
の
空

港
を
受
け
入
れ
た
の
に
、
政

府
は
泉
佐
野
市
を
支
援
す
る

こ
と
は
な
か
っ
た
。
市
は
、

国
の
非
協
力
ぶ
り
と
冷
た
い

態
度
を
学
び
、
ふ
る
さ
と
納

税
に
活
路
を
開
こ
う
と
し

た
。

　
千
代
松
大
耕
市
長
は
、
議

会
や
市
職
員
等
に
大
胆
な
カ

ッ
ト
政
策
へ
の
協
力
を
仰

ぎ
、
つ
い
に
再
建
団
体
か
ら

脱
出
し
た
。
一
時
は
、
北
海

道
の
石
狩
市
の
次
に
苦
し
い

自
治
体
だ
っ
た
の
だ
。
で
も

国
は
何
の
協
力
も
し
て
く
れ

ず
、
特
別
交
付
金
に
若
干
の

色
を
つ
け
て
く
れ
る
だ
け
だ

っ
た
。
今
年
も
ふ
る
さ
と
納

税
で
４
９
８
億
円
を
集
め
た

と
は
い
え
、
ま
だ
１
千
億
円

の
借
金
が
あ
る
の
だ
。

　
総
務
省
と
泉
佐
野
市
の
対

立
は
激
化
中
で
あ
る
。
泉
佐

野
市
の
主
張
に
私
は
理
解
を

示
す
者
で
あ
る
が
、
総
務
省

は
突
出
し
た
納
税
額
を
集
め

た
自
治
体
に
お
灸
を
戒
め
の

た
め
に
す
え
た
。
器
量
の
な

い
平
等
主
義
を
し
よ
う
と
し

て
、
研
究
、
努
力
し
た
自
治

体
を
悪
者
に
し
た
総
務
省
。

こ
れ
で
本
当
に
地
方
再
生
・

創
生
な
ん
て
で
き
る
の
だ
ろ

う
か
。
中
央
の
自
治
体
が
潤

う
現
行
の
税
制
度
を
少
し
で

も
ふ
る
さ
と
納
税
で
地
方
自

治
体
に
ま
わ
す
よ
う
に
し
た

制
度
を
活
用
し
た
自
治
体
が

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
を
受
け
る
こ

と
と
な
っ
た
。

　
こ
れ
で
は
自
治
体
が
委
縮

し
て
し
ま
う
。
競
争
さ
せ
て

国
民
が
ふ
る
さ
と
納
税
に
興

味
を
も
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
納
税
額
が
増
加
す
る
。

つ
ま
り
、
そ
れ
だ
け
商
品
が

動
き
、
景
気
を
刺
激
す
る
。

納
税
（
正
確
に
は
寄
付
）
し

た
人
は
居
住
地
の
住
民
税
が

軽
減
さ
れ
る
た
め
、
大
都
市

は
軒
並
み
税
収
減
と
な
っ

た
。そ
れ
で
よ
い
の
で
あ
る
。

　
最
も
減
ら
し
た
自
治
体
は

横
浜
市
で
１
３
６
億
円
、
名

古
屋
市
で

億
円
、
３
位
は

大
阪
市
の

億
円
だ
っ
た
と

い
う
。
こ
れ
ら
の
自
治
体
は

税
減
収
だ
っ
た
と
は
い
え
、

ダ
メ
ー
ジ
と
い
わ
れ
る
ほ
ど

の
額
で
は
な
い
。
地
方
自
治

体
が
、
ど
れ
だ
け
疲
弊
し
て

い
る
か
総
務
省
は
理
解
し
て

い
る
の
か
。
な
ぜ
、
過
疎
化

が
進
む
の
か
。
金
が
な
い
た

め
魅
力
的
な
自
治
体
を
作
れ

ず
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
ま
で
金

が
ま
わ
ら
な
い
の
だ
。

　
地
方
自
治
体
は
、
総
務
省

の
奴
隷
に
な
ら
ず
泉
佐
野
市

の
よ
う
に
主
張
す
べ
き
で
は

な
い
か
。
現
在
の
総
務
省
の

器
量
で
は
、
地
方
再
生
・
創

生
は
困
難
だ
。
ふ
る
さ
と
納

税
で
競
争
さ
せ
、
地
方
自
治

体
に
少
し
で
も
金
が
い
く
よ

う
に
す
べ
き
だ
。
地
場
産
品

を
返
礼
品
に
決
め
込
む
発
想

な
ん
て
古
い
。
魅
力
的
な
産

品
を
持
つ
自
治
体
が
得
す
る

の
は
明
白
だ
。

　
「
赤
信
号
、
み
ん
な
で
渡

れ
ば
怖
く
な
い
」
。
地
方
自

治
体
の
反
乱
を
期
待
す
る
。

政
府
は
、
本
気
で
地
方
の
再

生
・
創
生
を
考
え
て
い
る
の

だ
ろ
う
か
。
考
え
て
い
な
い

の
だ
。
だ
か
ら
納
税
額
を
高

め
た
自
治
体
が
ペ
ナ
ル
テ
ィ

ー
を
受
け
る
。泉
佐
野
市
よ
、

頑
張
れ
。
総
務
省
に
負
け
る

な
。
‥
と
思
っ
て
い
た
と
こ

ろ
、
２
日
な
っ
て
神
風
が
吹

い
た
。
国
の
第
三
者
機
関
の

「
国
地
方
係
争
委
員
会
」
が

泉
佐
野
市
の
主
張
を
認
め
た

上
、

日
以
内
に
再
検
討
結

果
を
泉
佐
野
市
に
通
知
す
る

よ
う
総
務
相
に
勧
告
し
た
。

こ
れ
は
地
方
再
生
を
か
け
た

戦
争
な
の
だ
。

　
建
築
の
設
計
は
考
え
る
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
。
平
坦
で
整

形
な
敷
地
の
多
い
都
会
と
違

い
、
旅
館
の
敷
地
は
山
や
海
の

「
際
」
に
あ
る
こ
と
が
多
く
、

複
雑
な
地
形
を
し
て
い
る
。今
、

計
画
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
山
の

際
と
湖
の
際
で
景
色
が
素
晴
ら

し
い
。
言
い
方
を
変
え
れ
ば
景

色
の
良
い
と
こ
ろ
は
地
形
の
際

に
な
っ
て
い
る
。

　
「
際
」
に
建
築
す
る
に
は
ボ

ー
リ
ン
グ
調
査
を
し
て
、
そ
の

土
地
の
成
り
立
ち
が
火
山
性
な

の
か
、
海
底
の
隆
起
な
の
か
、

ま
た
支
持
地
盤
が
シ
ル
ト
、

砂
礫

さ
れ
き

層
、
岩
盤
な
の
か
を
特
定

す
る
必
要
が
あ
る
。
自
然
に
逆

ら
わ
ず
に
そ
の
土
地
に
合
わ
せ

て
安
全
に
経
済
的
に
計
画
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
自
然
現
象
に
対
応
す
る
こ
と

も
大
切
だ
。
こ
の
夏
は
パ
リ
で


度
を
超
え
、
ロ
ン
ド
ン
の
地

下
鉄
も
冷
房
が
な
く
て
大
変
な

こ
と
に
な
っ
た
。
欧
州
は
も
と

も
と
冷
房
の
普
及
率
が
５
％

で
、家
庭
で
は
暖
房
し
か
な
い
。

北
海
道
で
も
５
月
に

度
超
え

と
や
は
り
冷
房
が
普
及
し
て
い

な
い
の
で
熱
中
症
が
心
配
に
な

る
。
温
暖
化
の
影
響
か
風
水
害

の
レ
ベ
ル
も
上
が
り
、
設
計
の

考
え
方
を
根
本
的
に
見
直
す
時

に
来
て
い
る
。

　
宿
泊
施
設
は
さ
ま
ざ
ま
な
機

能
を
集
約
し
、
お
客
さ
ま
動
線

と
サ
ー
ビ
ス
動
線
が
複
雑
に
絡

み
合
う
が
、
生
産
性
向
上
が
問

わ
れ
る
昨
今
は
建
築
計
画
に
妥

協
が
許
さ
れ
な
い
。
建
築
基
準

法
、
消
防
法
、
公
園
法
、
営
業

許
可
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
法
律

や
規
制
に
合
わ
せ
る
必
要
も
あ

る
。
こ
れ
ら
の
必
要
条
件
は
最

適
解
が
見
つ
か
り
や
す
く
、
関

係
者
の
総
意
を
得
や
す
い
が
、

建
築
設
計
者
と
し
て
最
上
位
で

責
任
を
持
つ
必
要
が
あ
る
の
は

自
然
や
景
観
の
資
本
財
を
生
か

す
こ
と
。
自
然
や
景
観
は
そ
の

土
地
独
特
な
も
の
で
二
つ
と
し

て
同
じ
も
の
が
な
く
、
そ
の
中

で
お
客
さ
ま
が
感
動
を
覚
え
、

再
訪
し
た
く
な
る
空
間
を
創
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　
建
築
を
建
て
る
こ
と
は
そ
の

土
地
を
よ
く
理
解
し
、
自
然
を

味
方
に
す
る
こ
と
と
思
う
。
私

が
若
い
時
に
設
計
し
た
建
物
も


年
が
経
過
し
、
そ
の
間
３
世

代
を
経
て
い
る
が
、
い
ま
だ
に

現
役
で
動
き
続
け
て
い
ら
れ
る

の
は
、
川
際
の
地
形
に
逆
ら
う

こ
と
な
く
景
観
を
生
か
し
た
か

ら
だ
。
骨
格
の
し
っ
か
り
し
た

建
物
は
経
年
劣
化
し
て
も
価
値

が
落
ち
る
こ
と
が
な
い
。

　
元
々
旅
館
は
景
観
の
良
い

「
際
」
に
立
地
し
、
温
泉
や
水

な
ど
の
自
然
資
源
に
恵
ま
れ
た

無
二
の
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

旅
館
は
そ
の
よ
う
な
場
で
さ
ま

ざ
ま
な
個
性
を
持
っ
た
お
客
さ

ま
を
お
迎
え
す
る
と
い
う
今
の

社
会
で
は
珍
し
く
リ
ア
ル
な
仕

事
で
あ
る
。
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

影
響
で
お
客
さ
ま
が
世
界
中
に

広
が
る
中
、
時
々
刻
々
と
変
化

す
る
自
然
を
味
方
と
し
て
、
立

地
に
ふ
さ
わ
し
い
旅
館
の
経
営

を
支
え
る
の
が
建
築
設
計
者
の

役
割
と
思
っ
て
い
る
。

（１３） 第３００１号第３種郵便物認可２０１９年（令和元年）９月１４日（土曜日）

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
は
こ

の
ほ
ど
、
全
国
企
業
対
象
の

景
気
動
向
調
査
の
８
月
分
を

公
表
し
た
。
同
月
の
景
気
Ｄ

Ｉ
（
０
～
１
０
０
、

が
判

断
の
分
か
れ
目
）
は
前
月
比

０
・
１
㌽
増
の

・
７
と
、

９
カ
月
ぶ
り
に
改
善
し
た
。

「
国
内
景
気
は
輸
出
減
速
や

設
備
投
資
意
欲
の
低
下
が
続

き
後
退
局
面
入
り
の
可
能
性

が
高
ま
っ
て
い
る
中
、
公
共

工
事
の
増
加
な
ど
が
押
し
上

げ
要
因
と
な
っ
た
」（
同
社
）。

業
種
別
で
は
旅
館
・
ホ
テ
ル

が
同
０
・
４
㌽
減
の

・
９

と
、
３
カ
月
連
続
で
悪
化
し

た
。

　
Ｄ
Ｉ
を

の
業
界
別
に
見

る
と
、
４
業
界
が
改
善
、
６

業
界
が
悪
化
し
た
。

　
こ
の
う
ち
サ
ー
ビ
ス
は
同

０
・
１
㌽
減
の

・
７
と
、

３
カ
月
ぶ
り
に
悪
化
。
サ
ー

ビ
ス

業
種
で
は
、
旅
館
・

ホ
テ
ル
、
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
、

飲
食
店
な
ど
９
業
種
が
悪

化
。
情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ど
６

業
種
が
改
善
し
た
。
旅
館
・

ホ
テ
ル
は
「
台
風
通
過
に
よ

る
お
盆
時
期
の
予
約
キ
ャ
ン

セ
ル
や
韓
国
か
ら
の
訪
日
客

減
少
が
響
い
た
」
。

　
製
造
は
同
０
・
１
㌽
減
の


・
４
と
、
４
カ
月
連
続
で

悪
化
。
機
械
製
造
（
同
２
・

５
㌽
減
の

・
５
）
は
「
ア

ジ
ア
向
け
輸
出
の
減
少
や
設

備
投
資
意
欲
の
低
下
を
背
景

に
悪
化
が
続
き
」
、
前
年
同

月
比
で
は

・
４
㌽
の
大
幅

減
と
な
っ
た
。

　
建
設
は
同
０
・
４
㌽
増
の


・
１
と
、
２
カ
月
連
続
で

改
善
。
「
国
の
国
土
強
靭

き
ょ
う
じ
ん

化
の
取
り
組
み
を
受
け
て
、

耐
震
補
強
や
砂
防
ダ
ム
な
ど

の
防
災
関
連
を
中
心
に
公
共

工
事
の
発
注
が
活
発
化
し

た
」
。

　

の
地
域
別
で
は
、
６
地

域
が
改
善
し
た
。

　
こ
の
う
ち
北
海
道
は
同
０

・
７
㌽
増
の

・
４
と
、
２

カ
月
連
続
で
改
善
。
公
共
工

事
の
増
加
傾
向
な
ど
で
、
建

設
、
不
動
産
、
製
造
な
ど
の

業
界
の
Ｄ
Ｉ
が
大
き
く
改

善
。２
０
１
３
年

月
以
来
、

５
年
８
カ
月
ぶ
り
に
Ｄ
Ｉ
が

全
国

地
域
中
の
１
位
と
な

っ
た
。

　
九
州
は
同
１
・
３
㌽
減
の


・
３
と
、
３
カ
月
ぶ
り
に

悪
化
。
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

キ
ャ
ン
セ
ル
増
加
に
加
え
、

北
部
で
の
大
雨
も
悪
化
要
因

と
な
っ
た
」
。

　
　
　
　
　
◇

　
景
況
感
に
つ
い
て
、
観
光

関
係
の
主
な
声
は
次
の
通

り
。

　
「
韓
国
か
ら
の
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
特
に
急
降
下
し

て
い
る
」
（
現
在
、
悪
い
、

不
動
産
賃
貸
）
。

　
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や
富
裕

層
の
消
費
意
欲
は
根
強
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
天
候
不
順

や
猛
暑
な
ど
の
要
因
で
売
り

上
げ
が
大
き
く
左
右
さ
れ

る
」
（
現
在
、
ど
ち
ら
で
も

な
い
、
百
貨
店
）
。

　
「
日
韓
の
険
悪
ム
ー
ド
の

中
、
航
空
機
な
ど
交
通
機
関

の
運
航
休
止
が
あ
り
、
観
光

業
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
は
計
り
知

れ
な
い
」
（
現
在
、
悪
い
、

菓
子
小
売
）
。

　
「
暑
い
時
期
の
た
め
、
入

場
者
数
が
減
少
し
た
」
（
現

在
、
悪
い
、
ゴ
ル
フ
場
）
。

　「
お
盆
に
台
風
が
直
撃
し
、

リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
キ
ャ
ン

セ
ル
が
あ
っ
た
」
（
現
在
、

悪
い
、
旅
館
）
。

　
「
消
費
税
率
引
き
上
げ
の

悪
影
響
は
小
さ
く
な
い
と
考

え
る
。円
高
が
進
行
す
れ
ば
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
消
費
は
弱
く

な
る
」
（
先
行
き
、
悪
い
、

楽
器
・
楽
器
部
品
・
同
材
料

製
造
）
。

　
「
２
０
２
０
年
東
京
五
輪

の
影
響
で
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

が
さ
ら
に
勢
い
づ
く
」
（
先

行
き
、
良
い
、
が
ん
具
・
娯

楽
用
品
卸
売
）
。

　
「
東
京
五
輪
の
特
需
が
見

込
ま
れ
る
」
（
先
行
き
、
良

い
、
一
般
貸
切
旅
客
自
動
車

運
送
）
。

　
「
韓
国
人
観
光
客
の
減
少

に
よ
る
影
響
が
出
て
く
る
可

能
性
が
あ
る
」
（
先
行
き
、

悪
い
、
冷
蔵
倉
庫
）
。

　
「
東
京
五
輪
に
向
け
て
、

運
動
・
ス
ポ
ー
ツ
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
は
ま
す
ま
す
高
ま
る

と
予
想
」（
先
行
き
、良
い
、

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
）
。

　
「
消
費
税
の
軽
減
税
率
が

適
用
さ
れ
な
い
、
ラ
ン
チ
中

心
の
飲
食
店
の
た
め
に
見
通

し
は
悪
い
」
（
先
行
き
、
悪

い
、
一
般
食
堂
）
。

　
「
韓
国
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

減
少
や
消
費
税
の
引
き
上
げ

が
悪
材
料
」
（
先
行
き
、
悪

い
、
興
行
団
）
。

　
総
務
省
は
こ
の
ほ
ど
、
家

計
調
査
報
告
の
７
月
分
を
公

表
し
た
。
同
月
の
２
人
以
上

世
帯
の
消
費
支
出
は
１
世
帯

当
た
り

万
８
０
２
６
円

で
、
前
年
同
月
比
で
実
質
０

・
８
％
増
と
、
８
カ
月
連
続

で
増
加
し
た
。

の
費
目
別

で
は
、
教
養
娯
楽
な
ど
６
費

目
が
増
加
し
た
。

　
教
養
娯
楽
は
同
２
・
０
％

増
の
２
万
９
７
３
７
円
と
、

４
カ
月
連
続
で
増
加
。
「
教

養
娯
楽
サ
ー
ビ
ス
」
「
教
養

娯
楽
用
耐
久
財
」
な
ど
が
増

加
し
た
。

　
交
通
・
通
信
は
同
２
・
０

％
増
の
４
万
５
５
２
４
円

と
、
８
カ
月
連
続
で
増
加
。

「
移
動
電
話
通
信
料
」
「
運

送
料
」
な
ど
が
増
加
し
た
。

　
食
料
は
同
０
・
５
％
減
の

７
万
９
８
７
９
円
と
、
７
カ

月
ぶ
り
に
減
少
し
た
。

　
ほ
か
の
増
加
費
目
は
、
住

居
、
保
健
医
療
、
教
育
、
そ

の
他
の
消
費
支
出
。
減
少
費

目
は
、
光
熱
・
水
道
、
家
具

・
家
事
用
品
、
被
服
お
よ
び

履
物
。

　
同
月
の
２
人
以
上
世
帯
の

う
ち
、
勤
労
者
世
帯
の
実
収

入
は
１
世
帯
当
た
り

万
６

４
８
８
円
で
、
前
年
同
月
比

で
実
質
１
・
１
％
増
と
、
２

カ
月
連
続
で
増
加
し
た
。

　
こ
の
う
ち
世
帯
主
の
定
期

収
入
は

万
８
４
２
５
円

で
、
同
０
・
８
％
減
と
９
カ

月
ぶ
り
に
減
少
。
世
帯
主
の

臨
時
収
入
・
賞
与
は

万
５

８
３
２
円
で
、
同
５
・
０
％

増
加
。
配
偶
者
の
収
入
は
８

万
８
８
７
９
円
で
、
同
７
・

２
％
増
と
７
カ
月
連
続
で
増

加
し
た
。

　
総
務
省
の
労
働
力
調
査

（
７
月
分
速
報
）に
よ
る
と
、

今
年
７
月
の
完
全
失
業
率

（
季
節
調
整
値
）
は
２
・
２

％
で
、
前
月
比
０
・
１
㌽
低

下
し
た
。
１
９
９
２
年

月

以
来
、

年
９
カ
月
ぶ
り
の

低
水
準
と
な
っ
た
。

　
こ
の
う
ち
男
性
は
２
・
４

％
で
、
同
０
・
２
㌽
低
下
。

女
性
は
２
・
１
％
で
、
同
０

・
１
㌽
上
昇
し
た
。

　
失
業
率
は
２
０
１
７
年
６

月
か
ら

カ
月
連
続
の
２
％

台
。

年
５
月
に
２
・
３
％

と
、

年
４
月
以
来

年
１

カ
月
ぶ
り
の
低
水
準
を
記
録

し
た
が
（
今
年
２
、
６
月
も

２
・
３
％
）
、
同
月
は
さ
ら

に
好
転
し
た
。

　
同
月
の
完
全
失
業
者
数
は

１
５
６
万
人
で
、
前
年
同
月

比

万
人
減
少
し
た
。
こ
の

う
ち
「
勤
め
先
や
事
業
の
都

合
に
よ
る
離
職
」
は

万
人

で
、
同
６
万
人
減
。
「
自
発

的
な
離
職
（
自
己
都
合
）
」

は

万
人
で
、同
２
万
人
減
。

　
同
月
の
就
業
者
数
は
６
７

３
１
万
人
で
、
前
年
同
月
比


万
人
増
加
。
こ
の
う
ち
宿

泊
業
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
は

４
０
６
万
人
で
、
同

万
人

減
少
。

　
内
閣
府
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
今
年
６
月
の
景
気
動
向

指
数
（
Ｃ
Ｉ
、
２
０
１
５
年

＝
１
０
０
）
の
改
訂
値
は
、

景
気
の
現
状
を
示
す
一
致
指

数
が
１
０
０
・
４
と
、
前
月

比
３
・
０
㌽
低
下
し
た
。
先

に
公
表
の
速
報
値
か
ら
変
化

は
な
か
っ
た
。
Ｃ
Ｉ
一
致
指

数
の
基
調
判
断
は
「
下
げ
止

ま
り
を
示
し
て
い
る
」
と
、

前
月
と
速
報
段
階
の
判
断
を

据
え
置
い
た
。

　
数
カ
月
先
の
景
気
を
示
す

先
行
指
数
は

・
３
と
、
前

月
比
１
・
６
㌽
低
下
。
速
報

値
か
ら
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
は
こ

の
ほ
ど
、
小
企
業
の
２
０
１

８
年
度
の
決
算
状
況
調
査
を

行
っ
た
。
小
企
業
（
従
業
者


人
未
満
。
卸
売
業
、
小
売

業
、
飲
食
店
・
宿
泊
業
は


人
未
満
）
の
同
年
度
の
売
上

Ｄ
Ｉ
は
マ
イ
ナ
ス

・
４
と
、

前
年
度
比
１
・
３
㌽
低
下
し

た
。
業
種
別
で
は
、
飲
食
店

・
宿
泊
業
、小
売
業
が
低
下
。

サ
ー
ビ
ス
業
、
運
輸
業
が
上

昇
し
た
。

　
Ｄ
Ｉ
は
、

年
度
決
算

（

年

月
～

年
３
月
を

期
末
と
す
る
決
算
）
で
、
売

り
上
げ
が
前
年
度
か
ら
増
加

し
た
企
業
割
合
か
ら
減
少
し

た
企
業
割
合
を
引
い
た
値
。


年
度
は
全
業
種
合
計
で
、

「
増
加
」
が

・
０
％
、

「
減
少
」
が

・
０
％
だ
っ

た
。

　
Ｄ
Ｉ
を
年
度
別
に
見
る

と
、
こ
の

年
は

年
（
マ

イ
ナ
ス

・
８
）
を
底
に
上

昇
基
調
で
推
移
。

年
に
マ

イ
ナ
ス

・
８
と
最
高
を
記

録
し
、
そ
の
後
は
一
進
一
退

と
な
っ
て
い
る
。

　
業
種
別
に
見
る
と
、
非
製

造
業
７
業
種
で
は
、
飲
食
店

・
宿
泊
業
が
マ
イ
ナ
ス

・

８
で
、
同
６
・
２
㌽
低
下
。

小
売
業
も
マ
イ
ナ
ス

・
５
、

同
４
・
５
㌽
減
と
低
下
し
た
。

　
サ
ー
ビ
ス
業
は
同
０
・
６

㌽
増
の
マ
イ
ナ
ス

・
６
、

運
輸
業
は
同
１
・
２
㌽
増
の

マ
イ
ナ
ス
６
・
４
と
、
そ
れ

ぞ
れ
マ
イ
ナ
ス
水
準
な
が
ら

前
年
度
か
ら
上
昇
し
た
。

　
情
報
通
信
業
（
同

・
３

㌽
増
の

・
６
）
、
建
設
業

（
同
０
・
１
㌽
減
の
７
・
１
）

は
プ
ラ
ス
水
準
と
な
っ
た
。




